




























図 2 エジソン社のキネトスコープ、1896 年。覗く人（中央）、説
明者（右）、その画面内容（左）、場所：神戸神港倶楽部（『時


















パテー商会 （設立は 1906= 明治 39 年、東京）は吉沢商
































1909（明治 42）年 6 月
図 5 『活動写真界』創刊号裏表紙見返し
（復刻版より）
図 6 『活動写真界』第 2 号表紙（復刻版より）、











関根達発等々。同誌の復刻版では 22 号から 25 号までが














れた。創刊号（1913 ＝大正 2 年、10 月上期）から 4 号（同
年、11 月下期）までを『フィルム・レコ ドー』、それ以降を『キ












図 7  『フィルム・レコ ドー』創刊号表紙（復刻版より）、
1913（大正 2）年 10 月上旬号
図 8  『キネマ・レコ ドー』（『フィルム・レコ ドー』改題）、

















































1917（大正 6）年 1 月




正 2）年『活動之友』『フィルム・レコ ドー』、15 年『活動
写真雑誌』（当初は映画専門誌ではない）、16 年『活動之
世界』『キネマ』、17 年『活動画報』『フィルム画報』、18 年
























































めたこと、“活動写真” の呼称よりも “映画” という言葉が
使われはじめたことを知らされる。
　東京蒲田に松竹（松竹キネマ合名社）の撮影所ができ
たのは、1920（大正 9）年 6 月。それからほぼ 2 年後、













　『キネマ旬報』創刊号（1919 ＝大正 8 年、7 月 11 日号、








図 11『蒲田』創刊号、1922 （大正 11） 年 7 月
（早稲田大学戸山図書館蔵）
図 12 『帝キネ映画』表紙、
1928（昭和 3）年 11 月
図 13 『マキノ』創刊号、1923（大正 12）年 9 月
（熊本県立図書館所蔵）
図 14『キネマ旬報』創刊号、







で続いている。この欄は第 3 号から 「説苑」 （「言論の牧
場」の意）という名称になり、社の主張を述べる欄となる。
たとえば、「活動写真弁士論」（8、9 号）、「活動写真と音楽」

































　関東大震災（1923 ＝大正 12 年、9 月1 日）の勃発によ
り、東京の映画各社は一時関西へ避難、キネマ旬報社も
兵庫県の香櫨園（西宮町川尻）に移り（図 15）、1927（昭
和 2）年末に東京へ戻った。震災後最初の新年号は 1924 





























































その結果が 11 月 11 日号（211 号）に大きく掲載された。




正映画” とは外国映画の “盗写映画” および “無権利映画”
のことを指す。“盗写映画” とは無断で複写した映画から
図 16 『日本映画年鑑・大正十三・四年』東京朝日新聞社、








統一が実施されたのは 1925（大正 14）年 7 月 1 日からで
ある。ただし、中央（東京警視庁）での統一がそのまま
地方で通用しない場合もあった。
　1926（大正 15）年には創刊 7 年目を迎えた。この年末
12 月 25 日には大正天皇が亡くなったので、昭和への改
元がなされたが、雑誌の発行年は印刷の関係で、翌年の
249 号＝1 月1 日号まで「大正 16 年」と記されている。新
年号（1 月1日号＝215 号、図 17）にはキネマ旬報社員一同
からの挨拶と名前の一覧が出ており、編集部は社長の田中












統制が行われ、 4 社 9 誌に統合された。『キネマ旬報』は 
『新映画』『映画技術』とともに、1941（昭和 16）年 1 月
1 日号から『映画旬報』へと移行、1943（昭和 18）年 11






年 3 月号から「再建」号が出た。発行元は “ 「キネマ旬報」
発行所” で、1950（昭和 25）年 4 月まで続いて中断。経
営権を友田から譲り享けた “キネマ旬報新社” が復刊特別
号を発行（1950 ＝昭和 25 年 10 月〜）。復刊号から離れた
編集スタッフと同調する執筆者たちが 1955（昭和 30）年『映


















で 160 冊を出して 1935（昭和 10）年に終刊。
　一方、映画業界に気兼ねなく自説を展開する評論誌も誕
生した。一つは前述した『映画往来』（1925 ＝大正 14 年
1 月創刊、図 20）。もう一つは小さな同人誌から、本格的




















図 18 『映画と演芸』第 4 巻第 2 号、
1927（昭和 2）年 2 月
図 19 『 芝居とキネマ 』
1929（昭和 4）年 2 月
図 20 『映画往来』創刊号、









接には『新興映画』（1929 ＝昭和 4 年、9 月）が創刊され、
発禁を受けては誌名を『プロレタリア映画』（1930 ＝昭








1927（昭和 2）年 1 月
図 22 『新興映画』創刊号、
1929（昭和 4）年 9 月
図 23『プロレタリア映画』（『新興映画』改題）
創刊号、1930（昭和 5）年 8 月
図 24 『プロキノ』（『プロレタリア映画』改題）


















































1970 年 11 月〜 1980 年 10 月、全 479 頁、および「号外」





第Ⅰ期 マキノ 全 28 巻 + 別巻 1』が継続刊行中（ゆま
に書房）。
岩本　憲児（いわもと　けんじ）
早稲田大学名誉教授。専攻は日本映画史、映像論。2002 年 6 月
から 2006 年 5 月まで、日本映像学会・会長を務める。主な著書
に『「時代映画」の誕生―講談・小説・剣劇から時代劇へ』（吉川
弘文館、2016 年）、『サイレントからトーキーへ―日本映画形成期
の人と文化』（森話社、2007 年）、『光と影の世紀―映画史の風景』
（森話社、2006 年）、『幻燈の世紀―映画前夜の視覚文化史』（森
話社、2002 年）、 編著に『日本映画の海外進出―文化戦略の歴史』
（森話社、2015 年）、『日本映画の誕生』（森話社、2011 年）、編・
監訳に『エジソンと映画の時代』（チャールズ・マッサー著、森話
社、2015 年）、共同監修に『世界映画大事典』（日本図書センター、
2008 年）等。
